
日本語感０４ 

 

 インフルエンザが流行る中、最近体調のことを考え昼ねや仮眠をとるよ

うになった。単に怠けぐせがついてきたのかもしれないのだが。。。 

 

 それはさておき、横になった際に「おやすみ」と声を出す。一人なので

誰に言っているのでもないのだが、自然と「おやすみ」の言葉がでる。それは

挨拶言葉というのか、コミュニケーションを図る表現のひとつで、他にはおは

よう、こんにちは、こんばんは、どうも、いってきます、いってらっしゃい、

ただいま、おかえり、いただきます、ごちそうさま、よろしゅうおあがり。。。

などがある。 

  

 その数は他の言語と比べると意外と多く、言語的に興味深いところでも

ある。その辺は皆さんにも探ってもらいたい。今回の「おやすみ」で気付いた

のだが英語に訳すと‘good night’になる。でもお昼ねや仮眠を夜以外にとる

場合は‘good night’とはいえない。‘good night’を直訳すると「良い夜」、

Have a good night.では「持つ 一つ 良い 夜」となる。（この「単語を並

べただけの言語」に関しては、また後ほど触れたいと思う。）さて「おやすみ」

は夜以外でもつかえる、すなわち寝る前の挨拶ということになる。 

 

 また、外国に出てよく困ることがある。特に「いただきます、いってき

ます、おかえり」は訳すのが難しい。これは考え方や感覚の違いで起こるもの

で、脳の構造と深い関係があると言っても過言ではないだろう。「ご馳走様」

や「お帰り」なども直訳はできない。英語で片付けると‘Thank you for the 

meal.’ ‘Welcome back’ぐらいで、そのときの状況や雰囲気でもちろん応用

を利かせることができる。 

 

 外国でよく聞かれるのが、英語圏の場合「日本語でＨｉ（ハイ）やＨｅ

ｌｌｏ（ハロー）をどういいますか？」スペイン語圏の場合「日本語でＨｏｌ

ａ（オラ）をどういいますか？」で、これが一番聞かれて困る。基本の呼びか

けの挨拶の言葉を日本語ではどういうのか？ 実際それは存在しない。こうい

った現実は外国人の多く、また日本人の多くの方が把握していないんだなぁと

感じる。そういうことを考えることもなく、実感するものでもなく、また簡単

に片付けることができるからなのかもしれない。日本での英語の授業で、「Hello 

= こんにちは」に片付けられているケースが多い。「Hi = やあ」ぐらいかな。 

  



 しかし、外国の方々に「日本語にはもっといろんな言い方があるんだよ。

あるんだよ～。あるんだよぉぉぉぉぉぉぅ～っ」と、言ってもなんだか伝わっ

ていない。「大は小を兼ねるが小は大を兼ねない」ということであろう。Hello 

= やあ、こんにちは、もしもし、あの～、ちょっと、オイっ、ハロー、ねぇ、

こんちわ、ちわ、ちわっす、ういっす、おっす、おいっす、よー、よっ、チュ

ーウガナビラ（沖縄）、んちゃ！（Ｄｒ．スランプアラレちゃん）、 クピー

クピプー（？、ガッちゃん）で、この逆 ＝ ＨｅｌｌｏまたはＨｉになる。

ガッちゃんやアラレちゃんの例を参考にすれば、おそらく挨拶言葉は無限に作

ることもでき、また通じさせられる（理解できる）ものとなる。 

 

 日本語の様に挨拶言葉の表現力が豊かな言語に未だ出会えていない。そ

れまでは、Hello = こんにちは、で片付けておくのが無難だ。 
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